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福井の技術を宇宙で!
次世代産業への挑戦
福井県のモノづくり技術を活かした次世代産業への取り組みとして今、
注目を集めているのが「宇宙産業」だ。2021年3月には福井県民衛星
「すいせん」の打ち上げに成功。宇宙産業の拠点化にも期待が高まる。

「県民衛星プロジェクト」は、地方発の革新的なビジネスモデルの創出を目指している。このプロジェクトの大きな意義として、①製
造業の発展②衛星データの利活用の2つを掲げている。

製造業の発展
本県が有する高度なモノづくり技術を活かし、超小型人工衛
星の製造や部材開発を行い、収益の増加、市場の拡大を目
指している。

衛星データの利活用
搭載したカメラから得られるデータを活用するソフトウェア
の開発でシステム系企業が新たなビジネスを創出し、防災・
土木管理・森林管理など幅広い分野での活用を通して県民
生活の向上を目指している。

ガスを噴射して衛星の姿勢を制御

目　的

福井県民衛星プロジェクトについて

ガス・スラスタ・ノズル

宇宙から地上を撮影する光学カメラを搭
載。2.5ｍ分解能（2.5ｍ四方が何色か判
別）の写真を撮影可能

望遠鏡、パンクロ・マルチ・
スペクトル・カメラ

太陽の光を検知し太陽の位置を把握。衛
星の姿勢制御に利用

サン・センサ

星の位置を検出し、衛星の姿勢（向き）を
推定

スター・トラッカ

太陽光を電力に変換する装置。衛星の表
面に400枚以上の大陽電池セルが貼り
付けられている

太陽電池セル

撮影した衛星画像を地上に送信
Ｘバンド・アンテナ
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超小型人工衛星の試験設備の整備 宇宙部品や衛星の試験が可能な施設が一定程度拠点化された国内三大拠点のひと
つに認知されている「福井県工業技術センター」。JAXAや東京大学など県外の宇宙
関係機関も利用している。

推進組織として、2016年8月に、県内企業が主体となった「技術研究組合」が設立された。この組合は、製造系企業6社、システム系
企業4社などで構成され、衛星の設計・製造、衛星データの利活用ソフトウェアの開発・提供に取り組んでいる。

研究・開発体制

●超小型人工衛星の生産拡大　●データ利用ビジネスの展開　●宇宙人材の育成

宇宙産業の拠点化に向けた今後の取り組み

福井県民衛星「すいせん」の仕様

地上とデータの送受信を行う
Ｓバンド・アンテナ

大 き さ 約60×60×80cm
重　　　量 約100㎏
地上分解能 2.5ｍ/pixel
撮 影 幅 約57㎞

望遠カメラで
宇宙から
地上を撮影

約2週間
スパンで

定期的に撮影
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